
神のマスタープラン・プロジェクト2019

「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」
第一回講座いよいよ開講

編集後記

今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

いよいよ3月30日土曜日、幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」～イスラエルを軸に
読み解く聖書入門～第一回講座が開講いたします。講師はイスラエル在住18年の経験を持つ
栄子・スティーブンス。混迷する日本社会や世界情勢に対し、人々がどう向き合い、どう生き
るか、聖書の預言をイスラエルを軸として歴史的に検証することで、創造主、歴史の完成者が
おられることを明快に語ってまいります。

今回、幻冬舎編集部から本講座の開講を依頼されたことは、偶然とは思えません。明日では
なく、今日従い歩むことを主が望んでおられるように、来年ではなく、今年の開講が主のご計
画の「時」であると受け取りました。

そしてこのたび、教会を会場として開催させていただくことができました。特に、1919年
の大正リバイバルの中心地となった淀橋教会が本講座の会場となったことも偶然ではなく、
神の時の摂理であったと思わされています。関係諸団体の互いの祝福のため、日本の未来の
ために、それぞれに与えられた賜物を捧げ、一致した思いを持ってこの講座が実現したことを
心より感謝しております。

さらに、聖書入門講座のカリキュラムにおいて、人生のゴール、世界の歴史のゴールを聖
書を通して知っていただくために、黙示録入門編の開講も決定いたしました。聖書には答え
があります。「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです』」

（ヨハネの福音書14章6節）

幻冬舎大学の祝福のために、また、講師の栄子・スティーブンスのために、そして日本の
祝福のためにお祈りください。そして、ぜひご参加ください。共に神の時が近づいていること
を感じつつ主に仕えてまいりましょう。皆様のとりなしの祈りが、神の国を建て上げるための
生ける石の一つひとつとして積み上がっていることを覚え、主の御名を賛美いたします。

「万物の終わりが近づきました。ですから、祈りのために、心を整え身を慎みなさい。何より
もまず、互いに熱心に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおうからです。不平を言わないで、
互いにもてなし合いなさい。それぞれが賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの良い
管理者として、その賜物を用いて互いに仕え合いなさい」（ペテロの手紙第一4章7～10節）
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今回の巻頭言では、イエス様が弟子たちと共に
訪れた北部の「ピリポ・カイサリア」と、ペテロを
通して救われた異邦人コルネリウスの住む地
中海沿岸の「カイサリア」と、二つのカイサリア
が出てきています。地図を掲載しましたが、場所
が違うので紛らわしいですね。そして、住民のほ
とんどがが異国人というギリシャ・ローマ的な
美しい町カイサリアから、地中海沿岸を約
50km南下するとペテロの泊まっていた皮なめ
し職人のシモンの家のあるヤッファがあります。

（細井浩子）
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栄子・スティーブンス

「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」
第一回講座いよいよ開講

オメガ・ジャパンのビジョン

お知らせ／祈りの課題 他

ペテロに与えられた
福音伝道の扉を開く鍵

①「黙示録ハイライト」プレミアムセミナー
日　時：3月21日（木・祝）13時30分～17時30分    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス    
　　　石堂ゆみ師（イスラエル政府公認ガイド・エルサレム在住記者）
参加費：5,000円
※詳細は別紙

②幻冬舎大学「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」第一回講座
日　時：3月30日（土）15時～17時    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス     
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏 
参加費：3,000円（オメガ・クリスチャン特割あり）
※詳細は別紙

③日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
テーマ：神の偉大なるラブストーリー
　　　　「聖書の預言は成就する」
　　　 第1回撮影日程：4月2日（火）    
場　所：日本CGNTVスタジオ（新設立）
主　演：栄子・スティーブンス    
プロデューサー＆ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
ディレクター：梶原将平氏

④オメガ・ジャパン第2回イスラエル&ヨルダンツアー
お申し込み受付開始は5月の予定です。
日　程：10月22日（火）～11月1日（金）
チャプレン：栄子・スティーブンス
ガイド：石堂ゆみ師
旅行手配：株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター

1
2

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭
を覚え、主の祝福をお祈りください。

神のマスタープラン・プロジェクト2019を覚えて。
 ・ いよいよ、3月より新プロジェクトがスタートします。
 ・ すべてのご協力団体・個人の方々を聖霊の宮としてきよめ

てくださり、互いに仕え合うことができますように。
 ・ すべての企画に主のご栄光が表れ、日本の祝福となります

ように。
 ・ 教材制作の出版準備のためにお祈りください。
 ・ 総合プロデューサー輪嶋東太郎氏の健康を覚えてお祈り

ください。

3

4

栄子・スティーブンスの健康を覚えてお祈りください。
 ・ 今年の来日予定は、3月、5月、7月、9月、11月の5回です。
 ・ すべての必要が満たされ、霊・肉・魂に祝福と平安が与えられ

るように。
 ・ 神のみことばが、セミナーご参加者の霊と魂にストレートに届

きますように。
 ・ ご主人のビル先生と、ご家族の祝福のためにお祈りください。

日本CGNTV新スタジオの祝福のために。
 ・ 念願の自社スタジオが、完成しました。『シャロームイスラエル

seasonⅡ』の撮影会場となります。
 ・ メディア宣教がますます充実し、日本の隅々に至るまで福音を

伝える器として用いられますように。

2月号（Vol.82）巻頭言のP2右列上3行目の「ムヴース」のヘブライ語に誤りがございました。おわび申し上げますと共に、下記の通り訂正させていただきます。
（誤）תומ　（正）מותおわびと訂正
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ピリポ・カイサリア地図

ガリラヤ湖の水源になっている
バニヤスの湧水

五旬節（シャブオット／ペンテコステ）
律法が与えられたことを感謝する祭り、
また春の収穫を感謝する祭りでもある
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○：ヤギ（左上）、×：豚（左下）、
○：牛（右下）、×：馬（右上）

（モーセの律法で
○きよい動物、×きよくない動物）
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人
教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間
イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を
辞任し、オメガ･ミニストリーズを設立。現在は、アメリカに
拠点を移し、講演や執筆活動など聖書教師として活動。

栄子・スティーブンス

(C)Mboesch (C)orly droval

©Yoshi Canopus

ペテロに与えられた
福音伝道の扉を開く鍵
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

バプテスマのヨハネやエリヤ、エレミ
ヤのように力強い霊を持った者だと
思っていたようですが、神様ご自身で
あるメシア・キリストであるとは思っ
ていませんでした。

　
イエス様は、今度は弟子たちに聞い

ています。「あなたがたは、わたしをだ
れだと言いますか」（16:15）。ペテロ
は、「あなたは生ける神の子キリストで
す」（16:16）と答えました。それを聞
いてイエス様は言われました。「バル
ヨナ・シモン。あなたは幸いです。こ
のことをあなたに明らかにしたのは血
肉ではなく、天におられるわたしの父
です」（16:17）。そして、「そこで、わ
たしもあなたに言います。あなたはペ
テロです。わたしはこの岩の上に、わ
たしの教会を建てます。よみの門も
それには打ち勝つことはできません」

（16:18）とペテロに宣言されました。

ここでペテロは、「あなたは生ける
神『父、御子、御霊』の神の御子、メシ
ア・キリストです」とはっきり答えてい
ます。このことは、ユダヤ人の宗教指
導者たちや人々も知らない、天の父な
る神様からの啓示のみで理解できる奥
義でした。イエス様は、特別な啓示を

天の父なる神様から
啓示を受けたペテロ

ガリラヤ湖から北へ約 48km のとこ
ろ、ヘルモン山のふもとにピリポ・カ
イサリアという町があります。ヘロデ
大王の息子のヘロデ・ピリポが整備し
たため、こう名付けられました。この
町は偶像礼拝が盛んで、ギリシアの神
パンの聖所があったことからパニヤス
と呼ばれており、現在はバニヤスとい
う地名になっています。ダン・バニヤ
スという場所では豊かなわき水が出て、
ガリラヤ湖の水源となっています。

 
この、バニヤスと呼ばれているピリ

ポ・カイサリアに、イエス様が弟子た
ちと共に訪れています。イエス様はこ
こで弟子たちに、「人々は人の子をだれ
だと言っていますか」（マタ 16:13）と
尋ねておられます。弟子たちは、「バプ
テスマのヨハネだと言う人たちも、エ
リヤだと言う人たちもいます。またほ
かの人たちはエレミヤだとか、預言者
の一人だとか言っています」（16:14）
と答えています。

当時のパリサイ人たちは、イエス様
の行われる奇跡に対して、「悪霊どもの
かしらベルゼブルによって、悪霊ども
を追い出しているのだ」（ルカ 11:15）
と言っていました。また、多くの人は
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フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を
辞任し、オメガ･ミニストリーズを設立。現在は、アメリカに
拠点を移し、講演や執筆活動など聖書教師として活動。
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

受けたペテロに、「あなたは小石（ペテ
ロは小石の意）です」と言われ、「わたし
はこの岩（動かない岩キリスト）の上に、
わたしの教会を建てます」（16:18）と、
ここで初めて「教会」という言葉を使わ
れました。イエス様は、この素晴らし
い啓示を受けたペテロに対し、「わたし
はあなたに天の御国の鍵を与えます」

（16:19）と言われました。

聖霊が下り
初代教会が誕生する
「……聖霊があなたがたの上に臨むと
き、あなたがたは力を受けます。そし
て、エルサレム、ユダヤとサマリアの
全土、さらに地の果てまで、わたしの
証人となります」（使 1:8）とイエス様
は言われました。エルサレムから始ま
り、ユダヤとサマリアの全土、そして
地の果て、全世界にイエス様の証人に
より福音が伝えられていくのだと語っ
ておられます。これらの扉を開く鍵が
ペテロに与えられました。

まずエルサレムで、ペンテコステ（五
旬節）の日に聖霊が下りました。この日
は、三大祭りの一つの五旬節で、国内
外に住むユダヤ人がこぞってエルサレ
ムの神殿に集まってくる時でした。そ
こでペテロは、他の 11 人の弟子たち
と共に立ち、声を張り上げ、はっきり
と人々にこう語り掛けたのです。「ユダ
ヤの皆さん、ならびにエルサレムに住
むすべての皆さん、あなたがたにこの
ことを知っていただきたい。私のこと
ばに耳を傾けていただきたい。今は朝
の九時ですから、この人たちは、あな
たがたが思っているように酔っている
のではありません」（使 2:14 ～15）

この時の演説で、エルサレムとユダ
ヤの人々 3 千人ほどが救われ、初代教
会が誕生しました。ペテロによって御
国の扉が開かれたのでした。その後、
聖霊の炎はますます勢いを増し、その
ことでユダヤ人の宗教指導者たちから
激しい迫害を受けるようになりました。
「サウロ（後のパウロ）は家から家に押
し入って、教会を荒らし、男も女も引
きずり出して、牢に入れた。散らされ
た人たちは、みことばの福音を伝えな
がら巡り歩いた。ピリポはサマリアの
町に下って行き、人々にキリストを宣
べ伝えた」（使 8:3 ～5）

信者たちは、迫害から逃れて散らさ
れていきましたが、行く先々でイエ
ス・キリストの福音は広がっていきま
した。いよいよサマリアにも福音が伝
えられていきます。
「エルサレムにいる使徒たちは、サマ
リアの人々が神のことばを受け入れた
と聞いて、ペテロとヨハネを彼らのと
ころに遣わした。二人は下って行って、
彼らが聖霊を受けるように祈った。彼
らは主イエスの名によってバプテスマ
を受けていただけで、聖霊はまだ、彼
らのうちのだれにも下っていなかった
からであった。そこで二人が彼らの上
に手を置くと、彼らは聖霊を受けた」

（使 8:14 ～17）
このように、サマリアにペテロとヨ

ハネが送られ、エルサレムのペンテコ
ステの日に聖霊が下ったように、彼ら
を通して聖霊が下り、御国の扉が開か
れました。「聖霊が臨まれると力を受
け、エルサレム、ユダヤとサマリアの
全土でイエス様の証人となる」と言われ
ていたみことばが成就しました。

異邦人にも届いた福音
使徒の働き 10 章では、カイサリア

にいるローマの百人隊長であるコルネ
リウスという人が祈っている時に御使
いが現れ、「さあ今、ヤッファに人を遣
わして、ペテロと呼ばれているシモン
という人を招きなさい」（使 10:5）と言
いました。ちょうどその時、ペテロに
奇妙な幻が与えられていました。

 
「すると天が開け、大きな敷布のよう
な入れ物が、四隅をつるされて地上に降
りて来るのが見えた。その中には、あら
ゆる四つ足の動物、地を這うもの、空の
鳥がいた。そして彼に、『ペテロよ、立
ち上がり、屠って食べなさい』という声
が聞こえた。しかし、ペテロは言った。

『主よ、そんなことはできません。私は
まだ一度も、きよくない物や汚れた物を
食べたことがありません。』すると、もう
一度、声が聞こえた。『神がきよめた物
を、あなたがきよくないと言ってはなら
ない』」（使 10:11～15）

この幻では、モーセの律法で食べて
はならないと神様に命じられている生き
物が入っている大きな敷布が現れます

（申 14:3～21）。ペテロは「私はまだ一
度も、きよくない物や汚れた物を食べた
ことがありません」と言っていますから、
ペテロがモーセの律法を厳格に守ってい
た人であったことが分かります。
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人
教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間
イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を
辞任し、オメガ･ミニストリーズを設立。現在は、アメリカに
拠点を移し、講演や執筆活動など聖書教師として活動。
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

同じ幻が三回繰り返され、この幻は
いったいどういう意味だろうとペテロ
が思い巡らしている間に、コルネリウ
スが送った使いの者がペテロに会いに
来ています。この幻は、ユダヤ人から
汚れた者と見なされていた異邦人を、
神様ご自身がきよめられるという意味
だったのです。

この幻を通して、「異邦人にも福音
を伝えるべきなのだ」とペテロは知り、
ヤッファにいる兄弟たちと共にコルネ
リウスの家を訪ねました。そこで、ペ
テロはこう言いました。
「これで私は、はっきり分かりました。
神はえこひいきをする方ではなく、ど
この国の人であっても、神を恐れ、正
義を行う人は、神に受け入れられます。
神は、イスラエルの子らにみことばを
送り、イエス・キリストによって平和
の福音を宣べ伝えられました。このイ
エス・キリストはすべての人の主です」

（使 10:34～36）

ペテロがさらに話を続けていると、
コルネリウスの家でみことばに耳を傾
けていたすべての人に聖霊が下りまし
た。「割礼を受けている信者で、ペテロ
と一緒に来た人たちは、異邦人にも聖
霊の賜物が注がれたことに驚いた」（使
10:45）と記されています。

　
こうして、異邦人にも福音が届き、

聖霊がお下りになりました。エルサレ
ム、ユダヤとサマリア、そして地の果
てまでと言われたイエス様のみことば
は、ペテロに与えられた天の御国の鍵

によって扉が開かれ、神の御国が訪れ
ました。

 
「わたしはこの岩の上に、わたしの
教会を建てます。よみの門もそれに
は打ち勝つことはできません」（マタ
16:18）とイエス様が言われたように、
イエス様ご自身（岩）の上に立てられた教
会は、どんな迫害にも負けることがあり
ません。そしてイエス様の福音は、地
の果てに広がっていき、今や全世界に
キリストの教会が建てられ、あらゆる
場所で福音を宣べ伝えているのです。

在主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



神のマスタープラン・プロジェクト2019

「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」
第一回講座いよいよ開講

編集後記

今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

いよいよ3月30日土曜日、幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」～イスラエルを軸に
読み解く聖書入門～第一回講座が開講いたします。講師はイスラエル在住18年の経験を持つ
栄子・スティーブンス。混迷する日本社会や世界情勢に対し、人々がどう向き合い、どう生き
るか、聖書の預言をイスラエルを軸として歴史的に検証することで、創造主、歴史の完成者が
おられることを明快に語ってまいります。

今回、幻冬舎編集部から本講座の開講を依頼されたことは、偶然とは思えません。明日では
なく、今日従い歩むことを主が望んでおられるように、来年ではなく、今年の開講が主のご計
画の「時」であると受け取りました。

そしてこのたび、教会を会場として開催させていただくことができました。特に、1919年
の大正リバイバルの中心地となった淀橋教会が本講座の会場となったことも偶然ではなく、
神の時の摂理であったと思わされています。関係諸団体の互いの祝福のため、日本の未来の
ために、それぞれに与えられた賜物を捧げ、一致した思いを持ってこの講座が実現したことを
心より感謝しております。

さらに、聖書入門講座のカリキュラムにおいて、人生のゴール、世界の歴史のゴールを聖
書を通して知っていただくために、黙示録入門編の開講も決定いたしました。聖書には答え
があります。「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです』」

（ヨハネの福音書14章6節）

幻冬舎大学の祝福のために、また、講師の栄子・スティーブンスのために、そして日本の
祝福のためにお祈りください。そして、ぜひご参加ください。共に神の時が近づいていること
を感じつつ主に仕えてまいりましょう。皆様のとりなしの祈りが、神の国を建て上げるための
生ける石の一つひとつとして積み上がっていることを覚え、主の御名を賛美いたします。

「万物の終わりが近づきました。ですから、祈りのために、心を整え身を慎みなさい。何より
もまず、互いに熱心に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおうからです。不平を言わないで、
互いにもてなし合いなさい。それぞれが賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの良い
管理者として、その賜物を用いて互いに仕え合いなさい」（ペテロの手紙第一4章7～10節）

2019年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子
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セミナー開催と撮影日程のお知らせ
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■三井住友銀行　
玉造支店　　普通　6695584 〒540-0004 

大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

皆様からの尊いご献金は日本全国の教会を祝福する
ための巡回活動及び教材制作活動に用いられます
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今回の巻頭言では、イエス様が弟子たちと共に
訪れた北部の「ピリポ・カイサリア」と、ペテロを
通して救われた異邦人コルネリウスの住む地
中海沿岸の「カイサリア」と、二つのカイサリア
が出てきています。地図を掲載しましたが、場所
が違うので紛らわしいですね。そして、住民のほ
とんどがが異国人というギリシャ・ローマ的な
美しい町カイサリアから、地中海沿岸を約
50km南下するとペテロの泊まっていた皮なめ
し職人のシモンの家のあるヤッファがあります。

（細井浩子）
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「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」
第一回講座いよいよ開講

オメガ・ジャパンのビジョン

お知らせ／祈りの課題 他

ペテロに与えられた
福音伝道の扉を開く鍵

①「黙示録ハイライト」プレミアムセミナー
日　時：3月21日（木・祝）13時30分～17時30分    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス    
　　　石堂ゆみ師（イスラエル政府公認ガイド・エルサレム在住記者）
参加費：5,000円
※詳細は別紙

②幻冬舎大学「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」第一回講座
日　時：3月30日（土）15時～17時    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス     
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏 
参加費：3,000円（オメガ・クリスチャン特割あり）
※詳細は別紙

③日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
テーマ：神の偉大なるラブストーリー
　　　　「聖書の預言は成就する」
　　　 第1回撮影日程：4月2日（火）    
場　所：日本CGNTVスタジオ（新設立）
主　演：栄子・スティーブンス    
プロデューサー＆ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
ディレクター：梶原将平氏

④オメガ・ジャパン第2回イスラエル&ヨルダンツアー
お申し込み受付開始は5月の予定です。
日　程：10月22日（火）～11月1日（金）
チャプレン：栄子・スティーブンス
ガイド：石堂ゆみ師
旅行手配：株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター

1
2

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭
を覚え、主の祝福をお祈りください。

神のマスタープラン・プロジェクト2019を覚えて。
 ・ いよいよ、3月より新プロジェクトがスタートします。
 ・ すべてのご協力団体・個人の方々を聖霊の宮としてきよめ

てくださり、互いに仕え合うことができますように。
 ・ すべての企画に主のご栄光が表れ、日本の祝福となります

ように。
 ・ 教材制作の出版準備のためにお祈りください。
 ・ 総合プロデューサー輪嶋東太郎氏の健康を覚えてお祈り

ください。

3

4

栄子・スティーブンスの健康を覚えてお祈りください。
 ・ 今年の来日予定は、3月、5月、7月、9月、11月の5回です。
 ・ すべての必要が満たされ、霊・肉・魂に祝福と平安が与えられ

るように。
 ・ 神のみことばが、セミナーご参加者の霊と魂にストレートに届

きますように。
 ・ ご主人のビル先生と、ご家族の祝福のためにお祈りください。

日本CGNTV新スタジオの祝福のために。
 ・ 念願の自社スタジオが、完成しました。『シャロームイスラエル

seasonⅡ』の撮影会場となります。
 ・ メディア宣教がますます充実し、日本の隅々に至るまで福音を

伝える器として用いられますように。

2月号（Vol.82）巻頭言のP2右列上3行目の「ムヴース」のヘブライ語に誤りがございました。おわび申し上げますと共に、下記の通り訂正させていただきます。
（誤）תומ　（正）מותおわびと訂正
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日　時：3月21日（木・祝）13時30分～17時30分    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス    
　　　石堂ゆみ師（イスラエル政府公認ガイド・エルサレム在住記者）
参加費：5,000円
※詳細は別紙

②幻冬舎大学「イスラエルを軸に読み解く聖書入門」第一回講座
日　時：3月30日（土）15時～17時    
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
講　師：栄子・スティーブンス     
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏 
参加費：3,000円（オメガ・クリスチャン特割あり）
※詳細は別紙

③日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
テーマ：神の偉大なるラブストーリー
　　　　「聖書の預言は成就する」
　　　 第1回撮影日程：4月2日（火）    
場　所：日本CGNTVスタジオ（新設立）
主　演：栄子・スティーブンス    
プロデューサー＆ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
ディレクター：梶原将平氏

④オメガ・ジャパン第2回イスラエル&ヨルダンツアー
お申し込み受付開始は5月の予定です。
日　程：10月22日（火）～11月1日（金）
チャプレン：栄子・スティーブンス
ガイド：石堂ゆみ師
旅行手配：株式会社 ホーリーランド ツーリストセンター

1
2

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭
を覚え、主の祝福をお祈りください。

神のマスタープラン・プロジェクト2019を覚えて。
 ・ いよいよ、3月より新プロジェクトがスタートします。
 ・ すべてのご協力団体・個人の方々を聖霊の宮としてきよめ

てくださり、互いに仕え合うことができますように。
 ・ すべての企画に主のご栄光が表れ、日本の祝福となります

ように。
 ・ 教材制作の出版準備のためにお祈りください。
 ・ 総合プロデューサー輪嶋東太郎氏の健康を覚えてお祈り

ください。

3

4

栄子・スティーブンスの健康を覚えてお祈りください。
 ・ 今年の来日予定は、3月、5月、7月、9月、11月の5回です。
 ・ すべての必要が満たされ、霊・肉・魂に祝福と平安が与えられ

るように。
 ・ 神のみことばが、セミナーご参加者の霊と魂にストレートに届

きますように。
 ・ ご主人のビル先生と、ご家族の祝福のためにお祈りください。

日本CGNTV新スタジオの祝福のために。
 ・ 念願の自社スタジオが、完成しました。『シャロームイスラエル

seasonⅡ』の撮影会場となります。
 ・ メディア宣教がますます充実し、日本の隅々に至るまで福音を

伝える器として用いられますように。

2月号（Vol.82）巻頭言のP2右列上3行目の「ムヴース」のヘブライ語に誤りがございました。おわび申し上げますと共に、下記の通り訂正させていただきます。
（誤）תומ　（正）מותおわびと訂正


